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派な白檀で、しかも重量として法隆寺伝来のものは 5 キロか 6 キロぐらいありますが、それと同
じレベルのものだと仮定するのであれば、その価値というのは 8 世紀の物価表に照らし合わせて
単純に計算してみますと、この 5 キログラムの白檀の香木 1 本で遊牧民が育てたと思われる高価



























































































































のですが、ここは多いものは 4 つ並んでいるものがあったり、あるいは 3 つだったり、2 つだっ




くわからないのですが、敦煌のものであればだいたい 3 世紀終わりから 4 世紀初めぐらいと考え
られます。それはそれらの墓が塋域で囲まれ、その中には鎮墓瓶が出てきて年代がわかる墓があ























































































































本センターのシンポジウムも次回が最終回となります。次回は 11 月 17 日の土曜日を予定して
おります。ホームページ等でご案内する予定ですので、どうぞよろしくお願いいたします。
本日はありがとうございました。
【了】
